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第５・６学年

１ 単元名 心の通い合いを読み取ろう

（光村 五下）

２ 教材名 「わらぐつの中の神様」

（杉 みき子）

３ 単元について

（１）教材について

本単元は、登場人物の人柄や心の動きを読み

取り、感想を深めることを主なねらいとしてい

る。特に作品に描かれている人々の心の通い合

いを読み取りながら、作品をより深く味わわせ

ていくことが学習の中心となる。

本教材は、雪国を舞台にした作品である。構

成は、現在のマサエの家庭の話の間に、おばあ

ちゃんの思い出話が入った、現在、過去、現在

の三つの場面からなり、これが巧みに絡み合っ

て展開されている。

作品の主題は、わらぐつを通して具体的に描

かれた人物の心の通い合いである。作品の構成

を押さえながら、主人公マサエに同化させ、祖

父母の生き方を通して変容するマサエの視点に

立って読み取ることで、主題に迫ることができ

ると思われる。

（２）児童について

子どもたちは、これまで「新しい友達」で部

分視写や書き込みを通して、心情を読み取り作

品を味わう学習をしてきた。「プラムクリークの

土手で／宇宙を見たよ」で心に残ったことを書

いて話し合い、読書の楽しさや広がりに気づき、

自分の考えや感想を伝え会う学習をしてきた。

これらの学習を通して、文章や語句にこだわ

りながら内容を把握し、徐々に自分の考えを広

げたり深めたりしようとする態度は育ってきて

いる。

しかし、文章や語句に対して書き込みが不十

分であったり、まとめでは、叙述から読み取っ

た内容が書かれていなかったりしているので、

根拠を明らかにしながら自分の考えを書き込み、

お互いの考えや感じ方を深め、それをもとに自

分の考えをまとめられるようにしていきたい。

国語科学習指導案

日 時 平成１６年１０月１５日（金）５校時

児 童 ５年 男６名 女３名 計９名

６年 男５名 女２名 計７名

授業者 教諭 藤根 薫

１ 単元名 生き方や考え方を読み取ろう

（光村 六下）

２ 教材名 「海の命」

（立松 和平）

３ 単元について

（１）教材について

本単元は、登場人物の生き方や考え方を場面

展開や心情変化から読み取り、子どもが作品の

主題を自分なりにとらえることをねらいとして

いる。

本教材は、大自然の海を舞台に主人公の成長

の姿が描かれている。起承転結がはっきりした

構成になっており、この構成をとらえることに

よって、作品の山場、主題が読み取りやすい。

作品の主題は、太一の様々な人間とのかかわ

りを通して成長していく姿と自然と人間との共

生の大切さである。太一の少年期から始まり、

青年、壮年になるまでの成長の過程に沿って、

太一の行動や心情の変化を読み取ることで、主

題に迫ることができると思われる。

（２）児童について

子どもたちは、これまで「森へ」で筆者の心

情や情景について、描写などの優れた叙述を味

わいながら読み取る学習をしてきた。「やまな

し」では、賢治の独特な表現からイメージをふ

くらませて読み、作者への興味を高め、教材文

から自分なりの読書へと興味を広げる学習をし

てきた。

これらの学習を通して、優れた叙述を読み味

わい、文章や語句から想像しながら読み深めて

いく方法は身についてきている。

しかし、自分で読みを深めるための視点をも

ち、自分が選んだ方法で作品を自力で読み深め

ることについては、十分とはいえない。そこで、

読みの視点をしっかり与え、読み取りの力を育

てていきたい。
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（３）指導にあたって

第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標

は「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読

むことができるようにするとともに、読書を通

して考えを広げたり深めたりしようとする態度

を育てる。」である。

そこで、指導にあたっては、心の通い合いを

中心にして読ませるために、会話や情景描写に

よる豊かな心情表現を丁寧にたどり、登場人物

の思いを中心に、様子や心情を考えさせながら

読ませていきたい。

書く活動では、読みの視点を与え、登場人物

の人柄や気持ち、情景が表現されている部分に

サイドラインを引き、大事な言葉を抜き出しな

がら、自分の思いや考えを書き込ませていきた

い。

また、構成や叙述の工夫を考えながら、人物

の心が通い合っていく様子を読み取っていき、

その結果として主題についても考えることがで

きるようにしていきたい。

４ 単元の目標

◎ 登場人物の人柄や心の動きを読み取り、感想を深

める。

５ 単元の評価規準

【関心・意欲・態度】

・文章から心に残る言葉や心の温まるところを楽

しんで見つけようとする。

【書くこと】

・文章を読む人に分かるように言葉の使い方を考

えたり、自分の考えを効果的に書いたりする。

【読むこと】

・登場人物の人柄や情景を叙述に即して読んだり、

おみつさんや大工さんの考え方を読み取ったり

する。

【言語事項】

・物語のおもしろさが構成にもあることを理解し

ている。

（３）指導にあたって

第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標

は「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読

むことができるようにするとともに、読書を通

して考えを広げたり深めたりしようとする態度

を育てる。」である。

そこで指導にあたっては、成長のきっかけと

なる出来事をもとに、太一の成長を読み取らせ

ていきたい。

書く活動では、読みの視点を与え、中心にな

る文や言葉に対して、それぞれの思いや考えを

書き込ませ、さらにその考えを「学び合い」を

通して深めていきたい。

このように主人公の生き方や考え方を自分自

身に置き換えて読みを深めていくことにより、

主題に迫ることができると思われる。

さらに、「命」についての同じ作者の本や他の

作品に興味をもつ活動を通して、自分の考えを

広げたり深めたりするために読書する態度を育

てることにつなげていきたい。

４ 単元の目標

◎ 登場人物の言葉や行動から、生き方や考え方を

読み取り、「命」について考える。

５ 単元の評価規準

【関心・意欲・態度】

・文章を読み、人間の生き方や考え方について自

分の考えを深めようとしている。

【書くこと】

・命について、経験したことや本で読んだことな

どをもとに、自分の考えをまとめて書いている。

【読むこと】

・登場人物の生き方や考え方を叙述から読み取る。

・自分の考えを広げたり深めたりするために、必

要な図書資料を読む。

【言語事項】

・複数の読み方に気をつけて、漢字を読んだり書

いたりする。
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６ 指導計画（１１時間）

指

導

過

程

目標（◎）と学習内容

関

心

意

欲

書

く

こ

と

読

む

こ

と

言

語

事

項

評価

方法

◎全文を通読し、あらすじと構成

をとらえて読みの視点をもつ。

①全文を読んで、感想を書く。

・題について考える。

・初発の感想を書く。

○ ○

ノート

発言

②新出漢字や語句の学習をする。 ○

つ

か

む

３

③感想をもとに話し合い、読みの

課題や視点をもつ。

・全文を繰り返し音読する。

・作品のあらすじをとらえる。

・学習課題を設定する。

○ ○ 発言

◎場面ごとに内容を読み深める。

①わらぐつに対するマサエとお

ばあちゃんの考え方の違いを

読み取る。

○ ○

②雪げたがほしくてたまらない

おみつさんの心の高まりを読

み取る。

○ ○

③わらぐつを編むにいたるおみ

つさんの様子や心の動きを読

み取る。

○ ○

④大工さんの仕事に対する考え

方と、大工さんがおみつさんの

わらぐつを買った気持ちを読

み取る。（本時）

○ ○

⑤わらぐつや雪げたを通しての

人物の心の通い合いを読み深

める。

○ ○

ふ

か

め

る

６

⑥おばあちゃんの話を聞いたマ

サエの感動と変容を読み取る。

○ ○

ノート

発言

◎自分が大切にしているものに

ついて書く。

①「優れた表現を自分の表現に生

かす」という観点から「わらぐ

つの中の神様」の描写の仕方を

参考にする。

○ ○ ○

ま

と

め

る

２

②自分の大切な物についてのエ

ピソードを書いて、家族にあて

たメッセージカードを書く。

○ ○

観察

ノート

作品

６ 指導計画（１０時間）

指

導

過

程

目標（◎）と学習内容

関

心

意

欲

書

く

こ

と

読

む

こ

と

言

語

事

項

評価

方法

◎全文を通読し、あらすじと構成

をとらえて読みの視点をもつ。

①全文を読んで、感想を書く。

・題について考える。

・初発の感想を書く。

○ ○

ノート

発言

②新出漢字や語句の学習をする。 ○

つ

か

む

３

③感想をもとに話し合い、読みの

課題や視点をもつ。

・全文を繰り返し音読する。

・作品のあらすじをとらえる。

・学習課題を設定する。

○ ○ 発言

◎場面ごとに内容を読み深める。

①太一と父のかかわりを読み、海

に対する太一のあこがれを読み

取る。

○ ○

②太一と与吉じいさのかかわりを

読み、太一が学んだ海の生き方

を読み取る。

○ ○

③太一と母のかかわりを読み、太

一の強い決意を読み取る。

○ ○

④太一と瀬の主とのかかわりを読

み、瀬の主に出会ったことによ

る太一の考え方の変容を読み取

る。（本時）

○ ○

ふ

か

め

る

５

⑤学習を振り返り、題名が意味す

るところ（主題）などについて

自分の考えをまとめながら感想

を書く。

○ ○

ノート

発言

◎命をテーマにした作品を探して

読書し、命ということについて

自分の考えを書く。

①作者の作品や「命」をテーマに

した他の作品を読む。

・ 同じ作者のシリーズ「山の命」

を読み「命」をテーマとして二

つを読み比べる。

○ ○

ま

と

め

る

２

②命ということについて自分の考

えを書く。

○ ○

観察

ノート
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７ 本時の指導

（１）目標

大工さんが、おみつさんの不格好なわらぐつ

をいくつも買った理由を、大工さんの仕事に対

する考え方や心から読み取ることができる。

（２）展開

第５学年

段

階

支援（・）と評価（○） 学習活動 形
態

つ

か

む

５

分

○学習課題を把握し、学

習の見通しをもつこと

ができたか。

（関心・意欲・態度）

１ 本時の学習場面と学習

課題を確認する。

大工さんが、おみつさ

んの不格好なわらぐつを

いくつも買ったのはなぜ

だろう。

ふ

か

め

る

20

分

・読みの視点は「大工さ

んの考えや心」とする。

・大工さんがおみつさん

の作ったわらぐつを買

った理由を、わらまん

じゅうと言った人と比

べて考えさせる。

○大工さんの仕事に対す

る考えや心を読み取る

ことができたか。（読

む）

２ 学習場面を音読する。

(Ｐ１８Ｌ１～Ｐ２３Ｌ９ )

３ 学び合いをする。

・大工さんがおみつさんの

わらぐつを買った理由を

考える。

４ 一人学びをする。

・大工さんの仕事に対する

考えや心を書き写し、お

みつさんの思いと比べな

がらワークシートに書き

込む。

ま

と

め

る

20

分

・個人の音読練習を経て、

ペアで互いに読み合わ

せる。

○大工さんがおみつさん

のわらぐつを買った理

由を、大工さんの考え

や心から読みとり、自

分なりにまとめること

ができたか。（読む）

５ まとめの音読をする。

６ 学習のまとめをする。

・学習したことをもとに、課

題のまとめをノートに書

く。  

７ 自己評価をする。

７ 本時の指導

（１）目標

太一がクエにもりを打たなかった理由を、ク

エの様子や太一の気持ちから読み取るとができ

る。

（２）展開

第６学年

形
態

学習活動 支援（・）と評価（○） 段

階

１ 本時の学習場面と学習

課題を確認する。

太一が、瀬の主である

クエにもりを打たなかっ

たのはなぜだろう。

○学習課題を把握し、

学習の見通しをもつ

ことができたか。

（関心・意欲・態度）

・台本をもとに、一人

学びまで学習 ﾘｰﾀ ﾞ ｰ

中心に進めさせる。

つ

か

む

５

分

２ 学習場面を音読する。

（Ｐ１４Ｌ３～Ｐ１９Ｌ３）

３ 一人学びをする。

・太一がクエを見て思った

ことに書き込みをする。

４ 学び合いをする。

・太一はなぜ「泣きそうにな

ったのか」を考える。

５ 学び合いをする。

・太一がクエにもりを打た

なかったのはなぜかを考

える。

・読みの視点は「瀬の

主の様子」「太一が思

ったこと」とする。

・ワークシートの確か

めをさせる。

・太一の葛藤につなが

る二つの思いについ

て 書 き 込 み を さ せ

る。

・太一の様子の中でも

一番悩んでいる「泣

きそうに」に着目さ

せる。

○クエを打つことので

きなかった太一の気

持ちを読み取ること

ができたか。（読む）

ふ

か

め

る

30

分

６ 学習のまとめをする。  

・学習したことをもとに、課

題のまとめをノートに書

く。  

７ 自己評価をする。

○クエと出会ってから

の太一の気持ちの変

化を読み取り、自分

なりにまとめること

ができたか。（読む）

・まとめの形を示し、

自分なりの書き方を

加えてよいことを知

らせる。

ま

と

め

る

10

分



（３）具体の評価規準

十分満足できる

（Ａ）

おおむね満足できる

（Ｂ）

努力を要する 児童 へ

の支援

大 工 さ ん の 考 え と

お み つ さ ん の 思 い

を比べて考え、大工

さ ん の 思 い に つ い

て 自 分 の 言 葉 で ま

とめている。

大 工 さ ん が 不 恰 好

な わ ら ぐ つ を い く

つ も 買 っ た こ と に

つ い て の 理 由 を と

らえ、自分の言葉で

まとめている。

手 が か り に な る 文

や 言 葉 を 指 し 示 し

ながら考えさせる。

（４）板書計画

十分満足できる

（Ａ）

おおむね満足できる

（Ｂ）

努力を 要する 児童 へ

の支援

描 写 か ら 読 み 取 っ

たことを根拠にし、

太 一 の 気 持 ち の 変

化 に つ い て 自 分 の

言 葉 で ま と め て い

る。

太 一 が ク エ を し と

め な か っ た こ と に

つ い て の 理 由 を と

らえ、自分の言葉で

まとめている。

手 が か り に な る 文

や 言 葉 を 指 し 示 し

ながら考えさせる。

海
の
命

太
一
の
夢

父
を
破
っ
た
ク
エ
を
捕
ま
え
た
い

ク
エ
の
様
子

追
い
求
め
て
き
た
夢

父
を
破
っ
た
瀬
の
主

ま
ぼ
ろ
し
の
魚

巨
大
な
魚

こ
の
大
魚
は
自
分
に

殺
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
の
だ

泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら

一
人
前
の
漁
師
に
な
れ
な
い

ふ
っ
と
ほ
ほ
え
み

も
う
一
度
え
が
お

○
海
の
命

わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様

大
工
さ
ん
が
、
お
み
つ
さ
ん
の
不
格
好
な
わ
ら
ぐ

つ
を
い
く
つ
も
買
っ
た
の
は
な
ぜ
だ

太
一
が
、
瀬
の
主
で
あ
る
ク
エ
に
も
り
を
打
た
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

お
み
つ

大
工
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方

・
い
い
仕
事

・
見
か
け
で
き
ま
る
も
ん
じ
ゃ
な
い

・
使
う
人
の
身
に
な
っ
て

・
使
い
や
す
く

・
じ
ょ
う
ぶ
で
長
持
ち
す
る

・
い

・
少

・
は

・
は
き

う
・
少

・
青
い
宝
石
の
目

・
真
じ
ゅ
の
よ
う
な
ひ
と
み

・
刃
物
の
よ
う
な
歯

・
灰
色
の
く
ち
び
る

・
岩
そ
の
も
の
が
魚

・
動
こ
う
と
は
せ
ず

・
お
だ
や
か
な
目

（５）座席表

ろ
う
。

さ
ん
の
わ
ら
ぐ
つ
に
対
す
る
思

い
わ
ら
ぐ
つ

し
く
ら
い
格
好
が
悪
く
て
も

く
人
が

や
す
い
よ
う
に
、
あ
っ
た
か

にし
で
も
長
持
ち
す
る
よ
う
に
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い
い
よ




